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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

玉
村
町
の
発
展
、
人
口
増
加

へ
の
政
策
と
し
て
、
公
共
交

通
の
充
実
と
確
保
は
有
効
・
不
可
欠

と
考
え
る
。「
た
ま
り
ん
」
の
公
共
交

通
の
位
置
づ
け
、
路
線
の
運
行
・
方

針
の
見
直
し
は
あ
る
か
。

答

弁

町
長　
「
た
ま
り
ん
」
は
運

行
開
始
か
ら
15
年
を
迎
え

る
。
利
用
者
は
平
成
18
年
度
の
２
万

７
７
９
１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、

平
成
27
年
度
は
１
万
５
９
３
４
人
で

あ
っ
た
。
減
少
の
要
因
と
し
て
、
運

行
形
態
と
住
民
ニ
ー
ズ
の
乖か

い
り離

、
運

行
間
隔
、
利
用
者
の
高
齢
化
、
目
的

地
の
重
複
、
移
動
手
段
の
多
様
化
な

ど
が
推
測
さ
れ
る
。
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
再
調
査
し
、
運
行
の
見
直
し
を
考

え
て
い
る
。「
た
ま
り
ん
」
を
初
め
、

路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
福
祉
輸
送

等
、
公
共
交
通
に
携
わ
る
主
体
の
合

意
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

た
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定

し
、
総
合
的
な
交
通
網
の
再
編
を
目

指
し
た
い
。

質

問

総
合
的
な
交
通
網
の
検
討
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答

弁

生
活
環
境
安
全
課
長　

平
成

28
年
度
に
乗
降
者
デ
ー
タ

を
収
集
、
平
成
29
年
度
に
計
画
の
策

定
、
平
成
30
年
度
に
は
試
行
、
そ
の

後
に
運
行
を
考
え
て
い
る
。

通
勤
・
通
学
の
利
便
性
を

高
め
る
運
行
を

質

問

通
勤
・
通
学
の
利
便
性
を
重

点
的
に
高
め
る
こ
と
が
玉
村

町
の
質
・
評
価
を
高
め
、
人
口
増
に

つ
な
が
る
。
巡
回
か
ら
ピ
ス
ト
ン
運

行
、
新
町
駅
を
使
っ
て
の
東
京
都
・

埼
玉
県
へ
の
通
勤
者
の
呼
び
込
み
を

視
野
に
入
れ
た
運
行
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答

弁

生
活
環
境
安
全
課
長　

通

勤
・
通
学
等
の
利
便
性
の
向

上
に
よ
り
、
利
用
者
が
増
加
す
る
と

思
う
。
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
と
の
整

合
性
を
検
討
し
、
よ
り
よ
い
方
法
を

考
え
た
い
。

若
い
人
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
せ
よ
！

質

問

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

に
は
、
若
い
人
の
意
見
も
必

要
。
女
子
大
生
・
高
校
生
・
中
学
生

な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
未
来
・

将
来
の
交
通
も
視
野
に
入
れ
た
検
討

を
望
む
。

答

弁

生
活
環
境
安
全
課
長　

若
い

方
の
意
見
も
伺
う
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
玉
村
町
と
似
た
環
境
の
他
市
町

村
の
情
報
も
把
握
し
た
い
。

利用者が減少している「たまりん」利用者が減少している「たまりん」

質

問

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
た
ま

り
ん
」
の
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
。
利
用
促
進
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
き
た
か
。

答

弁

町
長　

回
数
券
の
発
行
を
始

め
た
。

質

問

「
た
ま
り
ん
は
乗
り
づ
ら
い
」

と
い
う
指
摘
へ
の
対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

答

弁

町
長　

利
用
者
の
声
に
あ
る

と
お
り
、
乗
り
換
え
を
し
な

い
と
目
的
地
に
た
ど
り
着
け
な
い
、

本
数
が
少
な
い
な
ど
不
便
さ
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
車
両
３
台

で
ほ
ぼ

す
き
ま間

な
く
運
行
し
て
い
る
。

コ
ー
ス
や
停
留
所
を
減
ら
す
な
ど
の

対
策
を
し
な
い
と
本
数
は
増
や
せ
な

い
。

質

問

高
齢
者
の
免
許
返
納
者
に

「
た
ま
り
ん
」
の
回
数
券
を

渡
し
て
い
る
と
思
う
が
、
返
納
後
の

支
援
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答

弁

町
長　

返
納
後
、
申
請
が
あ

れ
ば
回
数
券
５
つ
づ
り
を
渡

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
支
援
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
す
る
。

質

問

デ
マ
ン
ド
方
式
の
運
行
を
考

え
た
と
き
、
高
齢
者
の
買
い

物
支
援
に
「
た
ま
り
ん
」
を
有
効
利

用
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

弁

町
長　

買
い
物
支
援
に
も
利

用
で
き
る
と
考
え
る
た
め
、

今
後
と
も
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
た

い
。

質

問

第
５
次
玉
村
町
総
合
計
画

に
お
け
る
東
毛
広
域
幹
線

道
路
急
行
バ
ス
実
現
活
動
の
進
捗
状

況
は
。

答

弁

町
長　

高
崎
駅
か
ら
太
田
市

ま
で
の
急
行
バ
ス
の
運
行
が

実
現
し
、
道
の
駅
玉
村
宿
に
停
留
所

が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
相
当
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
高
崎
市

の
副
市
長
と
は
、
運
行
に
向
け
て
協

力
し
合
う
こ
と
で
合
意
を
得
て
い
る
。

質

問

「
た
ま
り
ん
」、
３
路
線
の

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
そ
し
て
急

行
バ
ス
な
ど
の
相
互
乗
り
入
れ
を
総

合
的
に
整
備
す
る
た
め
、
玉
村
町
の

公
共
交
通
網
計
画
を
策
定
し
、
都
市

計
画
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
さ
せ
て
、

早
急
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

弁

町
長　

現
在
は
、
運
行
主
体

同
士
で
輸
送
の
役
割
分
担
や

連
携
が
必
ず
し
も
取
れ
て
い
な
い
。

利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、
総
合
的
に
機
能
す
る
公

共
交
通
網
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が

重
要
。
次
年
度
に
は
「
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
す
る
。

「たまりん」も発着する玉村町役場バスターミナル「たまりん」も発着する玉村町役場バスターミナル

 町長

計画を策定し、総合的な
交通網の再編を目指す

石
内
國
雄

「たまりん」の路線の
運行見直しはあるか

 町長

デ
※1

マンド方式を活用した
買い物支援を検討する

「たまりん」の買い物支援活用と
早期の公共交通網計画の策定を求む

三
友
美
惠
子

※
１
【
デ
マ
ン
ド
方
式
】
利
用
者
が
電
話
等
で
予

約
で
き
る
運
行
方
式
。


